
日常生活支援総合事業（通所型サービス）重要事項説明書 

 

１ 当法人の概要 

名称・法人種別 社会福祉法人 公友会 

事業所の所在地 横須賀市大矢部１－９－３０ 

代表者名 理事長 西城一代 

電話番号 ０４６－８３３－５５４６ 

設立年月・番号 平成４年３月３０日・県指令老福第２０８号 

 

２ 事業所の概要 

事業者名称 横須賀グリーンヒルケアセンター 第１号通所事業所 

所在地 横須賀市大矢部１－９－３０ 

管理者 三守  進 

介護保険事業者番号 １４７１９００１６５ （指定年月日：平成１２年２月１日） 

サービス提供地域 横須賀市 

利用定員 １日 ３０名 

電話／ＦＡＸ番号 電話：０４６－８３３－４８６４／ＦＡＸ：０４６－８３３－５５４７ 

Ｅメール greenhil@cf.mbn.or.jp 

ホームページ http://yokosuka-greenhil.jp 

 

３ 基本理念 

（１） Ｙｅｓ，Ｉ Ｃａｎ（はい、やりましょう） 

（２） Ｓｔｅａｄｙ ａｎｄ Ｓｐｅｅｄｙ（確実に、迅速に） 

（３） Ｈｕｍａｎｉｔｙ（ひとに優しく） 

 

４ 事業所の職員体制（令和 6年 10月 1日現在） 

区分 常勤 非常勤 計 区分 常勤 非常勤 計 

管理者 1  1（兼務） 生活相談員 2  2 

看護職員  3（兼務） 3 機能訓練指導員  3（兼務） 3 

介護職員 5 2 7     

勤務時間 営業日の午前８時３０分から午後５時３０分まで 

 

５ 営業時間等 

区分 受付時間／営業時間 サービス提供時間 

月曜日～土曜日 午前８時３０分～午後５時３０分 午前９時３０分～午後４時３５分 

祝日 午前８時３０分～午後５時３０分 午前９時３０分～午後４時３５分 

日曜・年末年始（１２月２９日～１月３日）は休業です。 

その他送迎に危険が伴う場合（台風・降雪・その他の天災等）は急遽営業を中止する時がありま

す。 

 

 

 



６ サービスの内容 

生活介助 排泄・食事・移動・衣類の着脱の各介助・休養・服薬管理 

健康管理 心身の観察・血圧・体温・脈拍 

機能訓練 日常生活動作・レクリエーション・グループワーク・体操・趣味活動等 

入浴サービス 一般浴・特殊浴による入浴・入浴が困難な場合は清拭 

送迎サービス 自宅まで送迎 

相談援助 利用者（家族）からの相談に対応 

 

７ 利用料金 

【基本部分】 

① １回あたり（要支援１・週１回程度／月４回まで  要支援２・週２回程度／月８回まで） 

区分 単位数 基本利用料 自己負担額（1割）自己負担額（2割）自己負担額（3割）

要支援1・事業対象者

（週1回程度）
436 4,595円 460円 919円 1,378円

要支援2

（週2回程度）
447 4,711円 472円 943円 1,413円

② 月定額（要支援１・週１回程度／月５回以上利用  要支援２・週２回程度／月９回以上利用） 

区分 単位数 基本利用料 自己負担額（1割） 自己負担額（2割） 自己負担額（3割）

要支援1・事業対象者

（週1回程度）
1,798 17,622円 1,763円 3,525円 5,287円

要支援2

（週2回程度）
3,621 38,165円 3,817円 7,633円 11,450円

 

 

【加算】 

①サービス提供体制強化加算（Ⅲ）（月定額） 

区分 単位数 基本利用料 自己負担額（1割） 自己負担額（2割） 自己負担額（3割）

要支援1・事業対象者

（週1回程度）
24 252円 26円 51円 76円

要支援2

（週2回程度）
48 505円 51円 101円 152円

 

②科学的介護推進体制加算（月定額） 

区分 単位数 基本利用料 自己負担額（1割） 自己負担額（2割） 自己負担額（3割）

要支援1・要支援2

事業対象者
40 421円 43円 85円 127円

 

③介護職員等処遇改善加算（Ⅱ） 

区分 単位数 基本利用料 自己負担額（1割） 自己負担額（2割） 自己負担額（3割）

要支援1・要支援2
事業対象者

左記額の1割 左記額の2割 左記額の3割所定単位数×9.0%

 

【減算】 

④送迎減算 

区分 単位数 基本利用料 自己負担額（1割） 自己負担額（2割） 自己負担額（3割）

要支援1・要支援２
事業対象者

-47 -495円 -50円 -99円 149円
 



⑤高齢者虐待防止措置未実施減算 ⑧業務継続計画未策定減算 

・１回あたり（要支援１・週１回程度／月４回まで  要支援２・週２回程度／月８回まで） 

区分 単位数 基本利用料 自己負担額（1割） 自己負担額（2割） 自己負担額（3割）

要支援1・要支援２
事業対象者

-4 -42円 -5円 -9円 13円
 

・月定額（要支援１・週１回程度／月５回以上利用  要支援２・週２回程度／月９回以上利用 

区分 単位数 基本利用料 自己負担額（1割） 自己負担額（2割） 自己負担額（3割）

要支援1・事業対象者
（週1回程度）

-18 -189円 -19円 -38円 -57円

要支援2
（週2回程度）

-36 -379円 -38円 -76円 -114円
 

※上記の基本利用料及び加算は、横須賀市通所型サービス（介護予防通所介護相当サービス）事業

実施要項が定める金額に地域単価の 10.54を乗じた額であり、これが改定された場合には、これら

の基本利用料なども自動的に改定されます。なお、その場合は事前に新しい基本利用料等を書面で

お知らせいたします。 

※上記の自己負担額は目安の金額であり、円未満の端数処理等により多少の誤差が生じることがあ

ります。 

 

【その他】 

昼食代（おやつ代含） ８７０円 

 

８ お支払い方法について 

口座引落とし 利用月の翌月２７日（取扱い金融機関：湘南信用金庫本・支店／ゆうちょ銀行） 

 

９ 長期活動休止について 

３ヶ月以上サービスを中止される場合、一旦取り消しとさせて頂きます。サービスを再開される

場合、新たな契約は不要ですが、利用日が従来の曜日に添えないことがあります。 

 

１０ 苦情処理・相談窓口 

当事業所 

電話：８３３－４８６４ ＦＡＸ：８３３－５５４７ 

担当者 古関 義和   

対応時間 月曜日～金曜日 午前８時３０分～午後５時３０分 

市町村 
横須賀市介護保険課 電 話：８２２－８２５３ 

対応時間 月曜日～金曜日 午前８時３０分～午後５時１５分 

神奈川県 

国民健康保険団体連合会 

電話：０４５－３２９－３４４７ 

対応時間 月曜日～金曜日 午前８時３０分～午後５時１５分 

横須賀市以外 当該市町村介護保険担当窓口へ 

 

 

１１ 福祉サービス第三者評価事業 

  実施無し 

 

 

 



１２ 非常災害時の対応 

非常時の対応 
別途定める「特別養護老人ホーム横須賀グリーンヒル 消防計画」に基づ

き対応を行います。 

平常時の訓練等 

別途定める「特別養護老人ホーム横須賀グリーンヒル 消防計画」に基づ

き、月一回災害を想定した避難訓練及び、年２回以上の総合訓練を入所（利

用）者の方も参加していただき、実施します。 

 

１３ 業務継続に向けた取り組み 

 ① 感染症等や非常災害の発生時において、利用者に対する通所型サービスの提供を継続的に実

施するための、及び非常時の体制で早期の業務再開を図るための計画（業務継続計画）を策

定し、当該業務継続計画に従って必要な措置を講じます。 

 ② 従業者に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓練を定期的に実

施します。 

 ③ 定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行います。 

 

１４ 緊急時の対応 

サービス利用中に、体調の急変があった場合は、ご家族に連絡をするとともに、症状に応 

じ医療機関に受診する等の措置を講じます。 

 

１５ 事故発生時の対応 

① サービス利用中に事故が発生した場合は、速やかに対応し介護処置・看護処置を行います。 

ご家族への連絡は勿論、必要に応じて協力機関である医療法人社団相光会の経営する 

湘南グリーンクリニック、介護支援専門員等へ連絡し、必要な措置を講じます。 

② 保険者への報告が必要な場合は、速やかに報告いたします。 

③ 事業所の責めに帰すべき事由により、ご利用者の生命・身体・財産に損害を及ぼした場合 

は、その損害を賠償します。 

 

 

１６ 虐待・身体拘束の防止について 

  事業者は、利用者等の人権の擁護・虐待の防止のために、次にとおり必要な措置を講じます。 

 ① 虐待防止・身体拘束等の適正化のための対策を検討する委員会を定期的に開催し、その結果

について従業者に周知徹底を図ります。 

 ② 虐待防止・身体拘束等の適正化のための指針の整備をしています。 

 ③ 従業者に対して、虐待防止・身体拘束等の適正化のための定期的な研修を実施する等の必要

な措置を講じます 

④ サービス提供中に、当該事業所従業者又は養護者（現に養護している家族・親族・同居人等）

による虐待等を受けたと思われる利用者を発見した場合は、速やかに、これを市町村に通報

します。 

⑤ 事業者は、利用者又は他の利用者等の生命又は身体を保護するため、緊急やむを得ない場合

を除き、身体的拘束等を行いません。 

⑥ やむを得ず身体的拘束等を行う場合には、事前に十分な説明の上、利用者又は家族等に同意

を得るとともにその態様及び時間、その際の利用者の心身の状況並びに緊急やむを得ない理

由を記録致します。 



⑦ 虐待防止・身体拘束等の適正化に関する担当者を選定しています。 

 

虐待防止担当者・責任者：管理者 古関 義和 

 

１７ 秘密保持 

  当事業所の職員は、正当な理由なく、その業務上知り得たご利用者等の秘密を漏らしません。 

  この場合、職員の身分を有しなくなった時も同様とします。 

 

１８ 職員研修 

  当事業所は研修委員会を設置し、職員の資質の向上を図るために研修を行います。 

 研修の種類 

  新規採用職員研修     年１回 

  フォローアップ研修    年１回 

  中堅職員研修       年１回 

  職域別研修        各部署ごとの計画による 

  全体研修         テーマごとに年数回 

  施設外研修        随時 

  SDS（自己啓発活動）   随時 

 

１９ その他の事項（禁止事項等） 

① トラブル防止のため、ご利用者同士の物のやりとり、金品等の貸し借りは一切お断りします。 

万が一それが元でトラブルが発生した場合でも、当事業所は一切の責任を負いかねます。 

② 第１号通所事業に携わる職員に対する贈り物、飲食等は一切不要です。 

 

上記重要事項について、事業所は説明を行い、また利用者は、この説明を受けて内容を了承し、 

交付を受けました。 

 

令和  年  月  日 

 

事業者 横須賀グリーンヒルケアセンター 第１号通所事業所 

横須賀市大矢部１－９－３０ 

 

管理者  三守  進   ㊞ 

 

説明者  古関 義和  ㊞ 

 

利用者 住所 横須賀市                 氏名            ㊞ 

 

代理人 住所                      氏名            ㊞ 


